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2024年度実績・2025年度決算予想
 2024年度実績…経常利益、当期純利益ともに前期比増益かつ過去最高益
 2025年度決算予想…その他業務利益の改善や株式等関係損益の増加などにより、増益予想
 年間配当金…中間配当９円とあわせ、前期比６円増配の１株当たり21円となる予定
 2026 年３月期配当…１株当たり中間配当12円、期末配当12円、年間24円を予定

企業価値向上へ向けた取組み
 PBRの向上へ向けた取組みと新中計で取り組む施策との関係をロジックツリーで整理
 新中計の４年間で政策保有株式は「時価ベースで200億円以上の削減」を行う計画
 剰余金の配当は長期安定配当を基本としながらも、中計最終年度に「配当性向40％」をめざす方針

前中期経営計画の結果（KGI・KPI）
 前中計最終年度のKGIは全項目達成
 KPIについて、外部環境の変化などの影響もあり、預り資産関連手数料、住宅ローン関連手数料は目標の見直しを行った

が、法人ソリューション手数料、プロフェッショナル資格保有者数については目標水準到達

新中期経営計画
 新中計に際してマテリアリティの見直しを実施
 新中計は2028年11月の当行創立150周年に向けて計画期間を４年間とし、「未来への挑戦」をテーマとする
 新中計の最終年度、2028年度の財務KGIを「連結純資産ROE５％以上」、「連結当期純利益 240億円以上」とする
 ５つの基本戦略をもとに「経済価値」と「社会価値」の双方を創出し、当行の企業価値向上を実現する
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